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1. 家庭生活におげる主婦の 地 位 や 役 割 は，家の構

造，機能に より，さらに社会的，経済的諸条件に よって

規定される。

これを明らかに する一つの問題 として，私はこれ まで

主婦権特に主婦が家の祭祀 において特定 の権限を，かつ

てもっていただげでな く現に もっている事 例を とりあげ

ることによって実証的にこの課題を扱 って来た。

いわゆる主婦とい う呼称は，現在は妻 とも同義に用い

られ 極めて概括的な意味を もっている。しかし，かつて

は特定の地位や役割をもつ女性を指示 する語であ ったこ

とは，今あら ためて論ずる まで もない。

ここでは現にそうした事 例が，家の構造や機能 との 相

関のも とで少 なから ずとりあげら れるこ とを提示し， さ

らには，い わゆる主婦 と総 称され るものについて，現状

において もそ の地位や役 割にはいろいろ の種別 がみ られ

るこ とを考えてみ たい。

2. このため①主婦が特殊な地位，役割を占める事 例

を特に その呼 称を中 心として蒐 集しこ れを整理 する。 ②

それと家の構 造・機 能との相関 性を考察 する。 ③そ れら

の変化 の過程について 概観する。

3. 主婦 の地位， 役割を多面的 に捉え，主 婦の現実 の

姿を明 らめ，生活 の向上 に役立て るようにしたい。


